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『
文
化
遺
産
の
危
機
と

保
存
運
動
』

　
遺
跡
破
壊
の
ニ
ュ
ー
ス
が
新
聞
に
報
導
さ
れ
な

い
日
が
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ま
た
、

民
俗
資
料
の
散
侠
や
民
族
芸
能
の
衰
退
は
急
速
度

で
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
こ
こ
十
数
年
の
、

「
地
域
開
発
」
や
「
農
業
構
造
改
善
」
事
業
の
結

果
、
遺
跡
や
民
族
芸
能
を
保
存
し
て
き
た
、
こ
れ

ま
で
の
基
盤
そ
の
も
の
が
消
滅
し
つ
つ
あ
る
こ
と

の
反
映
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
遺
跡
を
は
じ
め

と
す
る
こ
れ
ら
の
文
化
遺
産
の
保
存
を
訴
え
る
運

動
も
、
こ
の
十
年
の
間
に
大
き
く
広
が
り
つ
つ
あ

る
。
最
初
は
考
古
学
者
に
よ
る
遺
跡
保
存
の
訴
え

に
は
じ
ま
り
、
最
近
で
は
荘
園
跡
の
保
存
を
唱
え

る
中
世
史
家
の
運
動
も
登
場
し
た
。
最
初
は
、
研

究
者
が
自
ら
の
資
料
の
消
滅
を
憂
え
る
次
元
か
ら

出
発
し
た
こ
の
運
動
も
、
最
近
で
は
、
住
民
無
視

の
地
域
開
発
と
、
公
害
と
に
生
命
を
脅
や
か
さ
れ

る
地
域
住
民
の
立
ち
上
り
と
手
を
結
び
、
住
民
と

研
究
者
の
連
帯
の
も
と
に
、
新
し
い
町
づ
く
り
、

村
づ
く
り
の
地
域
計
画
を
考
え
る
運
動
の
中
に
合

流
し
つ
つ
あ
る
。

　
本
書
は
、
こ
の
十
数
年
の
運
動
の
そ
れ
ぞ
れ
の

時
点
で
発
表
さ
れ
た
、
文
化
遺
産
保
存
運
動
の
記

録
と
、
そ
し
て
文
化
遺
産
保
存
の
理
念
に
関
す
る

論
文
を
集
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
第
一
部
と
第
二
部
と
か
ら
な
る
。
第
一

部
に
は
、
黒
田
俊
雄
、
沢
・
本
淳
、
西
川
宏
、
梶
浦

慎
男
、
片
寄
俊
秀
、
西
山
卯
三
、
稲
垣
栄
三
、
家

永
三
郎
ら
八
氏
の
論
文
を
お
さ
め
て
い
る
。
そ
こ

で
は
考
古
学
者
、
文
献
史
家
、
建
築
学
者
の
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
文
化
遺
産
の
危
機
を
ど
う
受

け
と
め
る
か
、
保
存
の
理
念
を
ど
う
考
え
る
か
、

歴
史
学
の
学
問
内
容
、
あ
る
い
は
歴
史
教
育
と
の

か
か
わ
り
で
ど
う
把
え
る
か
等
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

あ
る
。

　
第
二
部
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
文
化
遺
産
保
存
の

主
要
な
運
動
の
記
録
と
総
括
が
あ
り
、
近
藤
義
郎
、

和
島
誠
一
、
今
井
発
、
春
成
秀
爾
、
長
山
享
、
香

川
公
一
、
松
本
晶
行
、
中
村
康
彦
、
井
関
護
ら
九

氏
の
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
奈
良
の
平
城
宮

や
岡
山
県
の
津
島
弥
生
式
遺
跡
の
保
存
運
動
を
は

じ
め
、
文
化
財
訴
訟
に
ま
で
発
展
し
た
難
波
失
跡

保
存
問
題
、
あ
る
い
は
去
年
か
ら
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
飛
鳥
問
題
な
ど
が
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
第
一
部
・
第
二
都
の
諸
論
文
の
解
説
を

兼
ね
て
戦
後
保
存
運
動
の
略
史
が
石
部
正
志
氏
に

よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
文
化
遺
産
保
存
運
動
は
、
拡
大
し
つ
つ
あ
る
と

は
い
え
、
　
「
開
発
」
と
「
保
存
」
と
の
関
係
を
め

ぐ
り
、
あ
る
い
は
、
文
化
遺
産
保
存
継
承
の
理
念

を
め
ぐ
っ
て
、
理
論
的
に
も
ま
だ
ま
だ
未
整
理
の

問
題
が
多
い
。
こ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
運
動
と
そ
の
理
念
の
到
達
点
を
知
り
、

議
論
の
水
準
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
点
本
書
は
、
過
去
に
発
表
さ
れ
て
、
い

ま
で
は
手
に
入
り
に
く
い
多
く
の
文
献
を
集
録
し

て
い
る
の
で
、
右
の
要
請
に
応
え
て
く
れ
る
で
あ

ろ
う
。
ま
た
巻
末
に
は
、
文
化
遺
産
保
存
問
題
に

関
す
る
戦
後
の
文
献
リ
ス
ト
が
集
録
さ
れ
て
い
る

点
、
便
利
で
あ
る
。

　
（
A
5
版
、
二
四
一
頁
、
一
九
七
〇
年
一
一
月
刊
、
青

　
木
書
店
発
行
、
定
価
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
雌
比
呂
志
）

129 （129）

㌧


